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人式

1
月
日
日
、
総
合
会
館
に
お
い
て
恒

例
の
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
本
町
で
は
、

二
百
十
八
人
の
み
な
さ

ん
が
成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。

会
場
の
総
合
会
館
で
は
、
朝
早
く
か

ら
振
り
袖
姿
の
女
性
や
、
は
か
ま
姿
の

男
性
な
ど
が
み
ら
れ
、
い
つ
も
に
も
増

し
て
輝
い
て
見
え
る
仲
間
た
ち
と
な
ご

や
か
な
ひ
と
と
き
を
、
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

式
典
で
は
、
山
本
瑞
穂
さ
ん
が
「
誓

い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、
成
人
の
決
意

を
か
た
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
飛
躍

を
誓
い
ま
し
た
。
な
お
、
成
人
者
全
員

に
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

成
人
者
の
み
な
さ
ん
に
、
記
念
品
が

‘
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

叫醐岡4 誓

L、
の

と
ば
を
述
J¥ 

る
山
本
瑞
穂
さ
ん

国民年金に加入しましょう
》

20歳になったら、

初
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

れ
も
や
っ
て
み
た
い
、
こ
れ
も

や

っ
て
み
た
い
と
た
く
さ
ん
の

希
望
を
い
だ
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
初
歳
を
迎
え
ら
れ

た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
年
金
と

い
わ
れ
で
も
ピ
ン
と
こ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国

民

一
人
ひ
と
り
が
平
等
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
年
金
で
す
。

会
社
員
で
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
人
も
、
公
務
員
で
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
も
す

べ
て
同
時
に
国
民
年
金
の
加
入

者
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、

若
い
世
代
(
働
け
る
世
代
)
が

負
担
す
る
保
険
料
と
、
国
か
ら

の
負
担
金
を
財
源
と
し
て
、
お

年
寄
り
の
世
代
へ
年
金
を
給
付

し
、
老
後
の
生
活
を
助
成
し
て

い
く
制
度
で
す
。
国
民
み
ん
な

に
よ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す

か
ら
、
自
分
の
意
志
や
個
人
年

金
の
有
無
に
関
係
な
く
、
初
歳

に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
よ
り
、
初
歳
に
な

っ
て

加
入
し
た
す
べ
て
の
人
が
将
来

満
額
の
年
金
(
老
齢
基
礎
年
金
)

を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
と
権
利

を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

• 

学
生
も
加
入
し
ま
す

② 平成9.2.1

か
つ
て
は
任
意
加
入
だ
っ
た
学
生
も

平
成

3
年

4
月
1
日
か
ら
は
、
初
歳
に

な

っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
任
意
加
入

時
は
、
万
一
病
気
や
け
が
で
障
害
を
受

け
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金
や
、
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
生
じ
、
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
初
歳
以
上
の
人
の
全
員

加
入
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
心
配
も
な

く
な
り
ま
し
た
。
初
歳
に
な

っ
た
ら
学

生
も
含
め
、
み
ん
な
が
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
老
後
や

「も

し
も
L

の
場
合
に
備
え
る
こ
と
に
な
る

の
で
す
。

しょうわ広報

世
代
と
世
代
の助

け
合
い

若
い
世
代
が
お
年
寄
り
の
世
代
を
支

え
て
い
き
、
ま
た
、
私
た
ち
が
年
を
と

っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
と
き
働
い
て
い

る
若
い
世
代
に
助
け
て
も
ら
う
と
い
う
、

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
の
制
度
な
の

で
す
。
こ
の
制
度
を
守
り
、
確
実
な
年
金

の
給
付
の
た
め
に
も
、
初
歳
に
な
っ
た

ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

今
後
高
齢
化
社
会
が
す
す
む
な
か
、

年
金
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大

き
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
「
初
歳
」
を
機

に
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
関
心
を
持

っ

て
い
た
だ
き
、
加
入
手
続
き
等
に
つ
い

て
お
気
軽
に
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金
係
(
万

ー

2
1
1
1
)
ま
で
。



町消防出初式を挙行
1月5日(日)

押原中校庭

新
春
恒
例
の
町
消
防
出
初
式
が
快
晴

に
恵
ま
れ
た

1
月
5
日

(
日
)
午
前
9

時
か
ら
、
押
原
中
校
庭
に
お
い
て
、
消

防
団
員
・
役
場
消
防
隊
員
な
ど
関
係
者

お
よ
そ
二
百
人
が
参
加
し
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
泉
町
長
の
訓
辞

・
野
中

消
防
団
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
消
防

防
災
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
が
表

彰
さ
れ
る
な
ど
、

地
域
防
災
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

押
原
中
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
行
進

曲
等
の
演
奏
が
式
典
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
に
お
い
て
表
彰
状

・
感

謝
状
等
を
授
与
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

感
謝
状
・
表
彰
状

受

賞

者

(順
不
同
敬
称
略
)

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

(
乙
種
功
労
章
)

ト
す

'

7

E

ヲ
一
日
己

4
ホ
ー

↓ノ

1
1官
刀
吾
川

EOm

明

万

明

好

渥

美

幸

久

V
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長

表
彰

石
川

清

隆

望

月

照

志

輿

石

栄

V
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

三

谷

友

男

V
南
甲
府
警
察
署
並
び
に
県
防
犯
協
会

南
甲
府
支
部
長
表
彰

角

野

英

吉

根

岸

尾

倉

孝

男

五

味

細
田

明
彦

V
昭
和
町
長
表
彰

深

沢

修

名

執

陽

高

野

悦

郎

V
叩
年
勤
続
表
彰

-
中

一

政 英
彦人

内 福鷹
藤島野

芳友一
男 則 雄

花
形

和
紀

V
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

佐
久
間
紀
彦

三
神

込
山
哲

一

郎

伊

藤

河

野

浩

次

豊

川

山
本

和

国

県

五

味

V
5
年
勤
続
表
彰

鷹
野

一

雄

名

執

陽

三

神

幸

雄

込

山
哲
一
郎

山
本

和

異

志

村

雅

透

笹
本
淳

一
郎

田

島

均

今
津

一
也

中

津

正

志

山
土

井

浩

五

味

新

二

鈴
木

和
幸

伊

藤

利
広

望

月

昭

仁

湯

村

晴
美

塚

原

工

深

沢

孝

之

黒

沢

登

田

中

要

一

倉

本

治

仁

V
山
梨
県
退
職
消
防
団
員
報
償

秋
山
高

一

郎

保

坂

正

造

山
口

茂

和

V
無
火
災
地
区
感
謝
状

上
河
東
二
区

利 哲 和幸
仁夫 彦 雄

ポ
ン
プ
車
操
法
も
披
露
さ
れ
ま
し
た

• 

覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用

防
止
は
、
地
域
か
ら
・
・
・
・
・
・

麻
薬

・
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用
は
、

今
や

一
部
の
人
々
の
話
で
は
な
く

一
般

社
会
に
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
高
校
生
を
含
む
青
少

年
が
党
せ
い
剤
及
ぴ
大
麻
の
所
持
や
不

正
使
用
で
検
挙
さ
れ
る
な
ど
、
薬
物
乱

用
の
低
年
齢
化
が
進
行
し
深
刻
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
覚
せ
い
剤
等
乱
用
対
策
推
進

本
部
か
ら
は
、
本
部
長
の
県
知
事
名
で

「緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
防
止

「
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」

。
地
域
の
指
導
者
の
み
な
さ
ん

へ

地
域
で
、
日
ご
ろ
子
ど
も
た
ち
の
行

動
を
見
守
っ
て
い
る
指
導
者
の
み
な
さ

ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
薬
物
乱
用
防
止

活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

昨
年
末
の
事
件
の
よ
う
に
薬
物
の
乱
用

が
子
ど
も
た
ち
に
ま
で
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
指
導
者
の
み
な
さ

ん
の
相
互
連
携
の
も
と
、
薬
物
乱
用
防

止
に
つ
い
て
な
お

一
層
の
ご
指
導
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

。
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん

へ

親
子
が
日
ご
ろ
か
ら

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
十
分
に
は
か
り
、
子
ど
も
が

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
気
軽
に
話
せ

る
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
家
庭
の
支
え
が
あ
れ
ば
、

子
ど
も
は
薬
物
の

「誘
い
」
に
対
し
て

も

「
N
O
-
-
」
と
い
え
る
は
ず
で
す
。

、
、
け
向段、

弘、。

円
陣
g
F
A
WJ

ゆ一紙
ィ
ム

目¥
〆
〉
J
R

、や

-

磯
市F
AV
:

本
町
に
は
、

山
梨
県
覚
せ
い
剤
乱
用

防
止
推
進
員
に
委
嘱
さ
れ
た

6
人
の
み

な
さ
ん
が
い
ま
す
。
社
会
的
立
場
に
あ

る
推
進
員
の
み
な
き
ん
は
、

地
域
に
根

ざ
し
た
啓
発
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
o

h
w
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

明
幽
推
進
員
の
み
な
さ
ん

，
則

(敬
称
略
)

佐保石鷹上波
野坂原野杉辺EE園E冨盟理

孝
(
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)

知
英

(民
生
委
員
総
務
)

敏
夫
(
保
護
司
)

政
彦
(
保
護
司
)

明
子

(社
会
教
育
委
員
)

鈴
子

(主
任
児
童
委
員
)
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今
月
の
り
日
聞
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
(
住
民
税
の
申
告
)
が
始
ま
り
ま
す
。
商
売
や
事

業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
・
・
・
農
家
の
み
な
さ
ん
・
・
・
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

ま
だ
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
、
年
末
調
整
、
か
済
ん
で
い
る

方
で
も
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
は

3
月
げ
日
間
で
す
、
か
、
毎
年
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
役
場
や
税
務
署
は
大
変

混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
、
か
、
期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
っ
た
申
告
を
し
だ
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ア日~2月1
ア日3月1

• 
申
告
に

持
参
す
る
も
の

V
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

V
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

V
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

V
印
鑑

V
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

V
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
謄
木
、
金
融
機
関
か

ら
の
証
明
書
な
ど

V
昨
年
の
申
告
書

・
内
訳
書
の
控
え

.
・
・
・
必
す
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・

-
A
Z叶

y

確
定
申
告
を

沿
っ
り
弘
法

し
な
け
れ
ば

ー(一均一

な
ら
な
い
人
主

主

バ
υに
♂
け
〉

M

V
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

-
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
人

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

-
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超

え
る
人

.
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
初
万
円
を
超
え

る
人

-
給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
な
ど

V
土
地
・
建
物
を
譲
渡
(
交
換
を
含

む
)
し
た
人

圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
一
年
間
の
給
与

収
入
が
2
千
万
円
以
下
の
人
は
、

通
常
、
年
末
調
整
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
ら
、
確
定
申
告
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

-
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

i
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合

-
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

-
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

-
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

-
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉

徴
収
票
の
添
付
を
忘
れ
す
に

0

・
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領

収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

-
還
付
申
告
を
す
る
時
は
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
凹
万
円
以
下
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
含
め
て
計
算

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成9.2.1 ④しょうわ広報

※
確
定
申
告
を
し
な
い
人
、
給
与
所
得

者
で
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
か
送
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
住
民
税

の
申
告
、
か
必
要
で
す
。
収
入
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
す
必
す
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

V
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
か
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
岱
花
1

2
1
1
1内
線

m-m-m)
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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確定申告。&A
Q.申告と相談は

A 所得税の申告と相談は、税務署のほか

・各市町村役場でも行っております。お

気軽におでかけください。

Q.白色申告の人は

A.事業所得、不動産所得のある

方は収支内訳書の提出が砂要です。

-・・圃.圃・・・

Q.間違いのない

申告をするだめには

A.青色申告をすると間違いの

ない申告ができます。ぜひご

利用くだ b)ぐ

さい。''1;::Lでタ7
/J“/  • )1=:17/、.
-園町咽圃

A 年間収入が103万円までの方は税金

Q.パートの人は よ1 ・もかからず配偶者控除や扶養控除

も受けられます。

J¥ートや内職 夫の所得から

の収入 配偶者控除が

102万円以下 受けられる
102万円超 受けられる
103万円以下
103万円超 受けられない

Q.財産をもらった人は

A.贈与税の申告は 2即日(月)から

3月17日(月)までです。

昨年?年間に個人からもらつだ財

産の合計額が60万円を超える人は

贈与税の申告と納税が必要です。

自分自身!こ

所得税ガ 住民税ガ

かからない かかる

かからない かかる

かかる かかる

(注)住民税は平成9年度分

Q.申告書の提出は

郵送でも大丈夫?

A.申告書を提出

2詳22tZ;22完2恩⑨………---lJO 

平成8年分

申告受付相談日程
役場税務課で行う確定申告、町・県民税の

申告受付相談は、土曜・白躍を除く下記日程

のとおりです。できるだけ該当日をご利用く

ださい。申告は正しくお早めに!

。相談日

地 区 相談日 時間 場所

西条一区 2月17日伺)

西条二区

清水新居 2月21日白骨

西 条 新 田 2月24日伺) 午前

場沼富役
押 越

9時
河東中島 2月28日住)

紙 漉 阿 原 一

築地新居
3月3日伺)

階ホJ レ飯 喰
午後

3月7日働
河 西 48寺

上河東 3月10日伺)

上河東二区
3月14日働

その他 3月17日目)

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付をし

てください。また、役場、税務署から送付さ

れた申告書、昨年の確定申告書及び収支内訳

書を必すご持参ください。

Q.消費税の

確定申告期限は

A.個人事業者の万の消費税の確

定申告は、 3月31日(月)までです。

正しい申告と納税をお忘れのな

いように/

Q.税金はどのように使われるの? Q.振替納税は

A. 国や県、市町村などは、私たちが豊かで安定し芝生活をし

ていく定め、警察や消防などの公共サービスや道路・公園などの公

共施設を整備するなどいろいろな住事をしています。ま芝、社会保

障の充実や教育の充実にも力を入れています。税金は、このような

幅広い公共活動を行うだめ使われているのです。この美しい郷土、

山梨を支える税について考えてみだいものですね/

⑤広報しようわ平成9.2.1

A.納税は、便利で確実な口座振替で納

めることができます。

手続きは簡単ですので、ぜひお勧めし

ます。申告時または金融機関へお申し

出ください。



!lð/1子ρ'/ff/I/X手法ゑ号変tJIJJ~え了
...-司F 可~ 可V 可~..411111111可・

F燃えないごみ収集袋iこ全戸配布いたし 可
空き缶の回収は

月2回(水曜日)行います

スチール缶d燃えないごみ収集袋に、アルミ缶・スチール缶

を分別し、指定のゴミ収集小屋に出してください。

-のり ・缶詰・食用油などのスチール缶も中身を使い

きり、きれいに洗って出してください。

・空き缶を除く金物類、ピンを除くガラス・せともの類

は、これまで=どおり燃えないゴミとして指定収集袋

で出してください。シールをはる必要はありません。

i聖 I ，;r ， '_-1齢霞時溝鞠I-r

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

設収
置集

ボ
ッ
ク
ス
を

ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
発
泡

ト
レ
ー
を
同
時
に
収
集

で
き
ま
す
。

• 
発
泡
ト
レ
ー
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
収
集
は
、
こ
れ

ま
で
、
収
集
日
を
設
け
行

っ
て
き
ま

し
た
が
、
み
な
さ
ん
が
常
時
ご
利
用

で
き
る
よ
う
に
、
収
集
ボ

ッ
ク
ス
を

設
置
い
た
し
ま
し
た。

こ
れ
ま
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に

し
か
出
寸
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
収
集
ボ

ッ
ク
ス
の
設
置
に
よ

り

μ
時
間
い
つ
で
も
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
収
集
ボ

ッ
ク
ス
で
は

同
時
に
、
発
泡
ト
レ

l
を
出
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
す
ま
す
便
利
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

空
き
ピ
ン
は
、

⑥ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
発
泡
ト
レ
|

収
集
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

平成9.2.1

公
会
堂
前

第
一
公
会
堂
前
消
防
ポ

ン
プ
小
屋
横

国
母
陸
橋
下

公
民
館
前

公
会
堂
前

第

一
公
会
堂
前

熊
野
神
社
北
側

佐
野
建
設
西
側

一公
A
E
A塁
則

公
会
堂
前

牧
野
商
底
前

石
原
商
会
前

公
会
堂
横

集
会
所
西
側

しょうわ広報

西
条

一
区

西
条
二
区

河押西清
東条水
中新新
島越 田居

紙
漉
阿
原

築
地
新
居

飯

喰
河

西

上

河

東

上
河
東
二
区

H

空
き
ビ
ン
ポ
ス
ト
H

ヘ

町
で
は
、
み
な
さ
ん
が
ビ
ン
の
色
ご

と
に
分
別
し
て
出
せ
る
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
色
ご
と
の
空
き
ビ
ン
ポ
ス
ト
を

設
置
し
、
常
時
収
集
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
空
き
ビ
ン
の
収
集
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
空
き
ビ

ン
ポ
ス
ト
で
収
集
い
た
し
ま
す
。

空
き
ビ
ン
ポ
ス
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、

各
地
区
に
数
カ
所
ず
つ
増
設
設
置
い
た

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。



見やすいところに貼るなどしてご利用ください

空き缶回収日の廃止について

スチール缶・戸ルミ缶の回収につきましては、平成7年 6

月から毎月第 4金曜日に行ってきましだが、舎月から「スチ

ール缶・フフjレミ缶J の分別収集が始まることに伴い廃ヰいだ

します。長い間ご協力ありがとうございまし定。

引き続き空き缶のリサイクルにご協力をお願いいだします。

赤口 先勝 4奇 負先 {j戚ム

Eiノ|‘'j刀c，.. 立春 北方領土の日
ー一一一一一一一回ーー一一ーーーー一ーー一ー一一 一一ー一一一一一一一一ー一ー一一一一一一一一一一 一一一一一ーーー一一ーーーー一一一一一一一ーー-一一一一一一ーーー一一一一一一一ー

総 合会館温泉定|図書館温水プ ' L、国己 こ7 と キ目 百~ 学 校カウンセラ 母子手lt長交付及

休日 ール休館日

長z
(社会福祉協議 一相談 円(中央 ぴ 一 般健康相談

こ主とt交カウンセラ 会午後 1時一) 公民館午 前 9時 (総合会 館)

一相談日(中央 リハ ビ リ教室 岱司え なくな っ た

公民館午 前 9n寺 (総合会館) 犬猫収集 iごl

友ヨ| 10 ~ 11集 12室 13百 14露
初!f 圃建l玉|記 念の 日 聖バレ ンタインデー
ーーーーーーーーーーーーー一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一『ー 一ーー一一一--ー一一ーーーー一一一一ー一一ー-一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一ーーー一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一ーー一ーー一一一ーーー-ーーー---・
第 151Lil生1医学問 図書館・温水ブ 図 書 館・温水ブ 'L、尚己こ?とキEI百炎 1学4ー交カウンセラ 1蔵 6ヵ月j'c1娃
フェアー (総合 ール休館 日 ール 休 館 日 (キ土壬旨十高主止|寂j言主主 一相談 日 (巾央 .~~ゾC、与

会 館午後11t寺一) 討会十交カウ ンセラ 総合会館温泉定 会午後 11時一) 公氏直下(午前 91侍 (総合 会 館)

第 7IIlII司書 館 ま ーキ1:1言炎 LI (中ぷミ 休日 字Lj~1ft!言会
つ り (Ixl菩 E官午 公民館午前 9時 役場開庁 (総令会館) 字LW..I:往診と

所ilOIl寺) (総合会 館)

16 ~ 21奇

総合会館温泉定

イ木日

23強

17強 118室 19百 120露
雨水
ー『ー『ーー一ーー一一一一一一ーー一一一一一一一 一一一ー一一一一一一一一一一一一一一

図書館・温水プー 'L、同己こ‘とキFI言炎 学'校カウ ンセラー

ル休館日 (社会 福祉協議 相 談 H<'1コ央 公民

1学4交カウンセラー 会午後 111寺一) 館午 前 9n寺-)

キtlij炎11(ι|コ』メと玉}bと 行政相談(中央
読 み聞かせとお話

官官午 前 911寺一) tiとl走査官午千五:11侍
の会(図書 館午前

1111寺一)
時子手it長交 付及 5 j:&.)'己飽2存会
び一般健康相談 リハビリ教室 (総千子会館)
(総合会館) (総合会館) 定例ボカシづくり会

24室 25百 26露 27奇

図書館・温水ブー |ツベノレク リン按

jレ休;倉吉田 | 平重

学校カウンセラー I(総令全館)

相 談 円(巾央公 民

官u斗ムFjij911寺一)

母 子手帳交付及

び一般健康相談

(総作会館)

心国己 ごと キ日談
(社会福祉協議

会午後 1時一)

リハビリ教室
(総合会館)

粗大ゴミ収集日

地

区

一燃
え
る
物

西 清 西 西
条水条条
新新
田居区区
毎週火・金躍日

4日・7日・14日・18日
21日.25日.28日

主上河飯築紙河押
河 地;鹿東
東河 ZR 
一 新阿中
区東西喰居原島越
毎週 月・木曜日

3日・ 6日・10日・13日
17日・20日.24日・27日

!墜lpff|第 2水擢臼・第4水曜日 |第?水曜日・第3水曜日

宕12ぷ:;1 12日・26日 5日・19日

同|三奨 26日(第4水曜日)

ビンは、お近くの空きビンポストヘ

⑦広報しようわ平成9.2.1

飼えな くな っ た

犬猫収集 n

28 ~ 
学 校カウンセラ

ー相談日(中央

公民館午前 9時

ツベ判 定・ BCG
接手重

(総介会館)

図 書 館 休 館 日

手L児整形外科検

言会

(総合会館)
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※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしま

せんので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。
黒いビニール袋などでは出さないで、ください。

※収集後、荷札には必ず氏名、電話番号を記入して

ください。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日の当日午前 8時30分 までに出してく

だきし'0
※燃える物、燃えない物の分別はしっかりお

こなってくだ、さい。

※引 っ越しゴミなどを早 く処理したい方は、
役場環境衛生課へご相談ください。

fi75-2111 (内線226)



手し 児 健 康

実施日 エM~ニ5 V日し

平成8年 1月生まれ

2月12日
(水)

平成8年4月生まれ

実施日 圭目シ点Fゴ叶rノ11=/し

平成8年↑O月生まれ

2月刊日
(木)

平成8年 7月生まれ

場所総合会館

吾分
ロジ 査

受付時間

午後 T時"'1時15分

午後?時30分"'2時

受付時間

午後f時"'1時15分

午後?時30分"'2時

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整形外科模診

実施日 2月28日(金)

受付時間午後?時"'1時15分 ( 

場 所総合会館

該当児平成 8年10月~平成 8年11月生まれのお子さん

持ち物 母子手帳・ 筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セットの配布・・・10月生まれ

*予防接種の説明と予診票・パンフレ ット等の配布 ...11月生まれ

?歳 6か月児健康診査

実施 日 2月14日(金)

受付時間午後?時"'1時30分
場 所総 合 会館

該当児平成 7年 6月~平成 7年7月生まれのお子さん及

ぴ前回未受診のお子さん

持ち物母子子帳・l歳 6か月児健診質問票

5 歳児健康診査

実施 日 2月20日(木)

受付時間午後?時"'1時30分
場 所総 合 会館

該当児 平成 3年11月~平成 4年 1月生まれのお子さん及

ぴ前回未受診のお子さん

持 ち物母子手1I長・5歳児健康質問票・尿検査セ ット

1) /¥ ビ 1) 教

対象者町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症・ 護形外科疾患など)

訓練会場 総合会館機能訓練室

(会場まで車の送迎をいたします)

訓練日程 2月5日(水)・19日(水)，26日(水)

室

解 f1I ~. ~ク

国子手帳受付及び一般健康相談

日時 2月7日(金)・17日(月)・24日(月)

午前9時~竹時30分
場 所総合会館

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ち下さい。

※予防接種についてのこ相談も受け{寸けています。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行います。

ツベルクリン反応模査とBCG接種
日時 ツベルクリン接種| 判定・ BCG接種

2月25日(火) I 2月27日(木)

受信時間午後T時"'1時45分

場 所総合会館保健センター

対象児 O平成8年6月~平成8年 9月生まれのお子さん

04歳未満で BCGを未接種のお子さん

持ち物母子手11長・予診票

他の予防接種との間隔

前に受けた予防接種

BCG はしか風しんポリオ

前に受けた予防接種

3種混合 日本脳炎

L1ヱ且困 1竺出

麻しん予防接種

接種機関 町内指定医療機関及び県下指定医療機関での

個別接種

対象者 O標準的な接種年齢……生後12ヶ月"'24ヶ月

0対象年齢……生後12ヶ月"'90ヶ月未満

* IHTでは現在 l歳児健診の時に、

予診票・ 無料接種券等をお波

ししています。対象年齢内で

接種が済んでいないお子さん

は、 一般健康相談(上段参照)

で予診票・無料接種券等をお

渡ししていますのでご利用く

ださい。
t¥， 

-保健・健康に関するお問合せは
役場健康福祉課保健指導係

fi'75-2111 内線252・253までどうぞ

広報しようわ平成9.2.1 ⑧



考
え
て
み
ま
世
ん
か

住
ま
い
に
関
す
る
保
険
と
い
え
ば
、

「火
災
保
険
」
を
、
ま
ず
思
い
浮
か
べ

ま
す
。
し
か
し
、
火
災
保
険
だ
け
で
は

地
震
の
と
き
の
被
害
補
償
は
さ
れ
ま
せ
ん。

地
震
国
日
本
|

|
火
災
保
険
の
契
約

の
と
き
に
は
、

「地
震
保
険
」
へ
の
加
入

を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

-
地
震
災
害
に
は
地
震
保
険

地
震
保
険
は
昭
和
叫
年
に
発
足
し
ま

し
た
が
、

一
昨
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
後
、
改
め
て
そ
の
必
要
性
が
強
く
認

識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、

火
災
保
険
で
は
地
震
、噴
火
、
津
波
に
よ

る
損
害
は
補
償
さ
れ
な
い
か
ら
で
す
。

地
震
を
原
因
と
す
る
火
災
は
も
ち
ろ

ん、

地
震
な
ど
で
延
焼
・
拡
大
し
た
火

災
に
つ
い
て
も
出
火
原
因
を
問
わ
ず
、

補
償
さ
れ
ま
せ
ん
。
地
震
災
害
に
は
地

震
保
険
が
必
要
な
の
で
す
。

-
契
約
金
額
と
補
償
内
容

地
震
保
険
は
単
独
で
契
約
す
る
の
で

は
な
く
、
住
ま
い
の
火
災
保
険
と
セ

ッ

ト
で
契
約
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
震
保
険
の
契
約
金
額
は
、
火
災
保
険

の
契
約
金
額
の
初
j
m
%
の
範
囲
内
で

決
め
ま
す
。

た
だ
し
、
建
物
は
五
千
万
円
、
家
財

は

一
千
万
円
を
限
度
と
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
加
入
し
て
い
る
火
災
保
険
に
、

随
時
付
け
加
え
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

地
震
保
険

損
害
の
程
度
に
対
す
る
補
償
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

建
物
・
家
財

《
全
損
の
場
合
》

地
震
保
険
の
保
険
金
額
の
一
0
0
%

《
半
損
の
場
合
》

地
震
保
険
の
保
険
金
額
の
五
O
%

《一

部
損
の
場
合
》

地
震
保
険
の
保
険
金
額
の
五
%

-
国
の
再
保
険

地
震
保
険
制
度
で
は
、
損
害
保
険
会

社
が
支
払
う
保
険
金
の
額
が

一
定
の
一
績

を
超
過
し
た
場
合
、
そ
の
超
過
し
た
部

分
の

一
定
割
合
に
つ
い
て
、
国
が
再
保

険
金
を
損
害
保
険
会
社
に
支
払
う
こ
と

に
な

っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
い
つ
ど
こ
で
地
震
が
起
き
て

も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
保

険
へ
の
加
入
・
増
額
を
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
損
害
保

険
会
社
、
代
理
庖
な
ど
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

医 大病院から

l健康|メlモ1
*健康な老後のために

一予防的な成人病治療一
山梨医科大学助手

第三内科新藤英夫

成
人
病
は
癌
を
除
く
と
、
糖
尿
病
(
血

糖
が
高
い
)
、
高
血
圧
症
(
血
圧
が
高
い
)
、

高
脂
血
症

(
コ
レ

ス
テ

ロ
ー
ル・

中
性

脂
肪
が
高
い
)
、
高
尿
酸
血
症
(
尿
酸
が

高
い
)
な
ど
が
原
因
で
最
終
的
に
脳
や

心
臓
そ
の
他
の
臓
器
障
害
を
ひ
き
起
下」

す
血
管
病
と
い
え
ま
す
。
血
管
病
は
遺

伝
的
素
因
に
加
え
、
カ

ロ
リ
ー
、
脂
肪
、

ア
ル

コ
ー

ル
、
塩
分
な
ど
の
過
剰
摂
取
、

運
動
不
足
、

肥
満
な
ど
生
活
上
の
問
題

が
原
因
で
ひ
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
高
血

糖
、
高
血
庄
、
高
脂
血
症
等
が
五
年
、

十
年
と
長
期
間
持
続
す
る
こ
と
で
血
管

(動
脈
)
は
徐
々
に
確
実
に
障
室
目
さ
れ

て
い
き
(
動
脈
硬
化
の
形
成
)
、
種
々
の

臓
器
障
害
を
ひ
き
起
こ
し
致
命
的
に
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
生
じ
た
身
体
機
能

障
害
に
よ
り
中
高
年
者
の
生
活
の
質
が

非
常
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
血
管
病
の
何
十

年
と

い
い
う
長
い
歴
史
の
中
で
、
高
度
の

動
脈
硬
化
に
よ
り
、

血
流
不
全
の
た
め

脳
梗
塞
や
狭
心
症、

心
筋
樋
塞
な
ど
の

臓
器
障
害
が
突
然
生
ず
る
最
後
の
段
階

の
直
前
ま
で
ほ
と
ん
ど
症
状
は
な
く
、

障
害
さ
れ
た
臓
器
の
機
能
は
正
常
な
状

態
に
は
戻
ら
な
い
と
い
う
事
実
で
す
。

し
た
が
っ

て、

成
人
病
の
治
療
は
臓
器

障
害
が
生
じ
て
か
ら
後
の
治
療
も
大
事

で
す
が
、
臓
器
障
害
の
発
生
を
ま
ず
予

防
す
る
こ
と
が
治
療
上
重
要
と
な
り
ま

す
。
現
在

「体
調
が
よ
い
」
状
態
で
も

近
い
将
来
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
早
期

に
予
防
的
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
市
町
村
実
施
の
健

康
診
断
な
ど
に
は
血
管
病
の
予
防
の
た

め
に
必
要
な
項
目
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
せ

っ
か
く
検
診
を
受
診
し
て
も
、

そ
の
結
果
が
う
ま
く
生
か
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
血
糖
や
血
圧

な
ど
が
高
く

「要
精
検
」
や

「要
医
療
」

と
さ
れ
て
も
、
体
調
が
よ
い
こ
と
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
家
庭
で
の
生
活
上
の
注

意
を
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
理
由
で
医
療

機
関
へ
行
か
な
い
、
行

っ
て
も
通
院
を

中
断
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
の
で
す
。

し
か
し
家
庭
の
簡
単
な
努
力
の
み
で
の

治
療
は
困
難
で
、

血
管
病
の
治
療
の
た

め
に
は
、
持
続
的
な
通
院
で
医
療
と
い

う
レ
l

ル
に
乗
り
、
定
期
的
な
検
査
の

な
か
で
専
門
家
と
相
談
し
な
が
ら
生
活

を
改
善
し、

必
要
な
ら
薬
剤
を
使
用
す

る
こ
と
で
、

血
糖、

血
圧
、
脂
肪
、

体

重
な
ど
を
い
つ
も
正
常
化
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
、
健
康
な
老
後
の
た
め
の

第

一
歩
で
す
。

第
三
内
利
で
は
、
こ
の
た
め
の
治
療

や
知
識
の
普
及
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

図
書

二
一
般
図
書
】

い
叡
の
彩
事
記

叫
馬
場
あ
き
子

↑
世
渡
り
力
ン
ど
こ
ろ

一

中
島
誠
之
助

P
H
P研
究
所

恥
子
ど
も
に
育
て
ら
れ
て

…

堀

内

孝

雄

講

談

社

中
秀
吉
私
記

…

…

津

本

陽

角

川

書

庖

叩

や
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
の
青
い
月

い

…

サ
ン
ド
ラ
・
シ
ス
ネ
ロ
ス
昌
文
社

一

…
【
児
童
図
書
】

一

叩
グ
ル
メ
シ
ア
ン

↑

↑
、
ド
テ
ィ

l
・
ス
ミ
ス
文
渓
堂

一

さ
っ
き
ゅ
う
の
な
か
み

』

恥

長
崎
夏
海

小
峰
書
居

、
ハ
レ
工
少
女
戸
i
シ
ャ

や

ル
コ
l
二

ン

新

読
書
社

吋
つ
ぎ
は

3
丁
目

ゃ

う
ち
だ
り
ん
だ
ろ
う
童

ω社

…
ぽ
く
の
村
に
サ
ー
カ
ス
が
き
だ

や

小

林

豊

ポ
プ
ラ
社

読
売
新
聞
社
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交通安全運動展開
平成 8年12月12日

昭和バイパス中央自動車道高架下において

交通安全をよびかける街頭指導が、町A ・町

交通安全協会・区長会・交通安全母の会・

南甲府警察署・山梨県交通安全対策室・ 11決

中地方振興事務所合同で行われました D 街

頭指導では、通行するドライバーに風船や

ウインドウのくもり止めなどをわたし、シ

ートベルトの着用など交通事故防止を訴え

ました。

消
防
出
初
式

1
月
5
日

平
成
9
年
消
防
出
初
式
が
押
原
中
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
種
表
彰
や
ポ
ン
プ

車
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

f 

恒例のたこあげ大会が、押原児童館・

押原中学校グラウンドで行われました。

小学生や親子連れを中心に約100人が

参加し、自慢のたこを新春の空にあげ

ていました。

児童館たこあげ大r再

1月11日

⑩ 

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

平成9.2.1

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後
2
時
か
ら

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

0

.
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
E
n
5
0
3
4
)
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スポット

と
こ
ろ
で
、
缶
詰
に
も

食
べ
ご
ろ
が
あ
る
の
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
缶
詰

の
多
く
は
、
製
造
さ
れ
て

か
ら
少
し
時
間
を
お
い
た

方
が
味
が
な
じ
ん
で
お
い

し
く
な
り
ま
す
。
果
物
や

野
菜
は
半
年
か
ら

1
年、

ツ
ナ
や
イ
ワ
シ
の
油
漬
け

は

1
年
か
ら

2
年
く
ら
い
が
食
べ
ご

ろ
で
す
。

缶
詰
は
室
温
で
保
存
で
き
ま
す
が
、

直
射
日
光
に
当
て
る
と
品
質
が
変
化

す
る
の
で
要
注
意
。
で
き
る
だ
け
温

度
変
化
の
な
い
、
さ
ぴ
を
呼
ぶ
湿
気

の
少
な
い
場
所
が
い
い
で
し
ょ
う
。

果
物
や
み
つ
豆
の
缶
詰
は
、
冷
や

し
て
い
た
だ
く
と
お
い
し
い

F

も
の
で
す
が
、
急
い
で
冷
や

伊

し
た
い
と
き
も
、
冷
凍
庫
に

正
W

入
れ
る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ

-

固

う
。
缶
が
破
裂
す
る
こ
と
も

司

副

あ
り
、
危
険
で
す
。

画
固
圃

缶
詰
の
汁
は
、
捨
て
ず
に

F
E・

有
効
利
用
で
き
る
も
の
が
あ

ロ
巳
・

り
ま
す
。
ツ
ナ
缶
の
汁
は
ド

院
副
司

レ
ッ
シ
ン
グ
に
、
野
菜
の
水

部
‘

煮
缶
の
汁
は
ス

l
プ
に
、
カ

-
町

一
一
缶
の
汁
は
み
そ
汁
に
入
れ

可

る
と
昧
に
う
ま
味
が
で
ま
す
。

寒
い
日
に
は
、
ツ
ナ
缶
や

サ
ケ
缶
を
使
っ
た
鍋
料
理
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
、
缶
臭
く
な

る
の
で
缶
汁
は
使
わ
ず
に
具
だ
け
を

使
い
ま
す
。
白
菜
、
ネ
ギ
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
な
ど
の
野
菜
と
相
性
が
よ
く
、

コ
ク
の
あ
る
鍋
が
味
わ
え
ま
す
。

-
フ

iま

ヲ

、ー

新
巻
を
裂
く
夫
の
腕
た
し
か
な
り

湯
の
宿
の
女
将
も
手
話
で
客
を
寄
す

お
歳
暮
の
金
箔
石
鹸
と
は
酒
落
て

五
つ
六
つ
柿
も
ぎ
終
え
て
暗
が
り
ぬ

茶
屋
の
名
は

「麦
わ
ら
帽
子
」
吾
亦
紅

猿
も
来
て
山
雀
も
来
た
り
て
山
の
縁

タ
冷
え
て
一
気
に
踏
め
る
自
動
ド
ア

筆
洗
ふ
墨
の
流
れ
の
寒
の
入
り

磯
道
の
句
碑
荒
ぴ
た
り
石
蕗
の
花

柚
子
風
呂
に
事
な
き
六
十
路
沈
め
け
り

石
に
座
す
杖
の
一
息
柿
落
葉

小
春
か
な
母
の
乳
房
に
沈
む
嬰

深
霜
や
野
良
盗
人
は
大
き
靴

菊
を
焚
く
香
り
背
の
子
に
も
云
う

親
不
知
子
し
ら
ず
冬
の
波
速
し

裂
さ
、
ま
き
郎
一
く
叩
や
八
示
支
じ
日

F-
T

I
F

Fム

ν
R
7
4
1一目

冬
芝
に
手
入
れ
追
は
れ
て
年
の
暮

膝
っ
き
て
プ

l
ル
で
リ
ハ
ビ
リ
寒
泳
ぎ フ

俳

句
薬
袋

中
沢

磯輿
石
さ
だ
代

高
野

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

雨
宮

塩
田

-・圃・
イi二

枚
静
代

信
与

久
枝

礼
孝

麻
子

平成9.2.1

…@@@@@一

日
(旬
月

7
日
1
位
用
計
巴
受
伺

敬

称

略
)

吋

崎
貴
お
誕
生
女

健
や
か
な
ご
成
長
を

崎

一

地

区

氏

名

(

保

護

者

)

吋

島
西

条

二

区

以

津

祐

貴

即

日

(
晃
)

吋

ゆ

深

津

秀

友

蜘

刊
西

条

二

区

石

井

洋

成

(

和

男

)

崎

町
押

越

安

田

美
穂

(

祥

二
)

吋

肝
紙

漉

阿

原

大

沼

惰

也

(

政

文

)

山

叩
紙

漉

阿

原

加

藤

里

緒

(

浩

彦

)

晶

司
飯

喰

井

口

萌

ゆ

実

(

敦

人

)

崎

一
河

西

山

本

湧

万

(

政

則

)

吋

軒
、

河

西

近

藤

久

美

子

(

郁
夫
)

恥

ゆ
上

河

東

伊

藤

大

村

(

文

二

)

恥

判
上
河
東
一

一区

保

坂

あ

や

(

真

司

)

喝

吋
・
ご
結
婚
曽v

末一氷
く

お

幸

せ

に

叫

吋

地

区

氏

名

崎

町
西

条

二

区

柳

川

淳

O
西
蔵
盛
明
美

日

蜘
清
水
新
居
笹
本
淳
一
朗
@
深
津
美
貴
子

島

崎
紙

漉

阿

原

小

村

和

広

O
問

中

恵

美

明

吋
飯

喰

相

原

俊

O
赤
陵
さ
ゆ
り

刊

即

飯

喰

名

執

太

平

O
新

田

恵

美

日

蜘

河

西

高

橋

豊

彦

O
小

林

良

栄

軒

噌

河

西

政

門

浩

二
O
大

森

和

美

噸

山

河

西

粛

藤

国

男

O
青

柳

美

香

刊

一
お

く

や

み

一

吋
@
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

吋

日

地

区

(

届

出

人

)

吋

仲

西
条
二
区

山

伽

上

河

東

軒

噌

可

-
F

西.

山 河
口西氏

萩
原
は
る
次

名

しょうわ

保
存
が
き
い
て
値
段

も
手
ご
ろ
な
缶
詰
。
最

近
は
国
産
品
、
輸
入
品

と
も
に
種
類
も
豊
富
に

な
っ
て
、
ま
す
ま
す
便

利
に
な
り
ま
し
た
。

中
身
が
見
え
な
い
缶

詰
を
買
う
と
き
は
、
た

た
い
て
カ
ン
カ
ン
と
良
い
音

が
す
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
真
空
度
が
高
く
、
新
鮮

な

証

拠

で

す

。

缶

が

ふ

く

れ

法

て

い

た

り

、

さ

ぴ

て

い

た

り

明

す
る
も
の
は
買
わ
な
い
こ
と
。
び

製
造
年
月
日
、

J
A
S
マ
l

ろフ」

ク

の

有

無

も

し

っ

か

り

チ

ェ

ベ

ッ

ク

し

て

く

だ

さ

い

。

食

缶

詰

と

い

え

ど

も

保

存

期

初

聞

が

あ

り

ま

す

。

室

温

で

貯

缶

蔵
す
る
場
合
、
果
物
の
シ
ロ

ッ
プ
漬
け
が

4
年
、
魚
介
類

の
油
漬
け
や
水
煮
、
食
肉
加

、

工
品
、
野
菜
の
水
煮
、
米

仁

す

O

圃‘、.，，， 
勺
J

門
J

爪

wlυ
 ‘b

 

首
杏

信
正

(
忠
則
)

国
光
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子
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孝
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平
成

9
年
度

小
・
中
学
校
入
学
予
定
者
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
ヘ

教
育
委
員
会
で
は
、

4
月
に
新
し

く
町
内
の
小
・
中
学
校
へ
入
学
さ
れ

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
、

就
学
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
通

知
書
の
右
側
に
請
書
が
あ
り
ま
す
の

で
、
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
方
は
、

請
書
を
教
育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
だ
受
け
取

っ
て
い
な
い
方
は
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

(
7
5
1

3
7
3
7
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県政モニター募集

県
立
中
央
高
校
か
ら

通
信
制
高
校
入
学
生
募
集

自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校

を
卒
業
で
き
る
の
が
、
通
信
制
高
校
で

す
。
勉
強
す
る
内
容
は
、
全
日
制
・
定

時
制
と
全
く
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目

的
に
入
学
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
特

定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

口
募
集
期
間

3
月
3
日
間
1
4
月

4
日
働

4
月
日
日
冊
子
定

口
入

学

式

門
U
山
山
岡
山
山
久
木
朴
げ

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
学
校
長
が
認

仇
り
れ
~
A八

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
立

中
央
高
校
通
信
制
(
お
1
4
4
1
1
)

ま
で
。

県民の皆さんから、県政に対する自由で清新なご意見をお寄せいただき、

県政に反映させるため、県では、次のとおり、県政モニターを募集します。

企応募資格

県内に居住している満20歳以上(平成 9年 4月 l日現在)の人。ただし、

次の人はご応募できません。

①国会議員及び地方公共団体の議会の議員

③常勤の国家公務員及び地方公務員

③過去に県政モニターの経験がある人

企募集人員

130人。
※ご応募された中から、市町村人口別 ・職業別・年齢別 ・性別などを考慮

して、県民全体のご意見を把握できるよう選考させていただきます。

企任期

1年間

企モニター活動に関する費用

通信及び意見交換会などに出席していただく費用は、県が負担します。

企募集期間

平成9年 2月10日(月)まで

企お申込み方法

官製はがきに、住所(郵便番号) ・氏名・ (ふりがな) ・生年月日 ・年齢

・性別・職業(具体的に) ・電話番号を明記し、干400甲府市丸の内 1-
6-1峡中地方振興事務所までお申込みください。

企詳しくは、峡中地方振興事務所 (23-1360)または、県庁広聴広報課 (23
-1337)まで。

平成 9年度

少
年
少
女
春
休
み
海
洋
教
室

「
洋
上
テ
レ
ビ
寺
子
屋
」

本
格
的
外
洋
ク
ル

i
ザ
!
「
ニ
ュ
!

ゅ
う
と
ぴ
あ
」
で
行
く
、
グ
ア
ム
、
コ

コ
ス
、
サ
イ
パ
ン

9
日
間
の
洋
上
教
室

で
す
。

9
日
間
の
航
程
の
中
で
、
規
律

正
し
い
集
団
生
活
と
グ
ア
ム
の
少
年
少

女
た
ち
と
の
国
際
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
、

引
世
紀
を
担
う
少
年
少
女
た

ち
の
人
格
教
育
を
目
指
す
も
の
で
す

0

.
実
施
期
間

3
月
M
日
間
1
4
月
1
日
閃
9
日
間

.

場

所

グ
ア
ム
、

コ
コ

ス
鳥
、
サ
イ
パ
ン

.
募
集
人
員

小
学

3
年
生

1
中
学
3
年
生

(
5
1
0人
)

(
体
力
あ
れ
ば
小

1
1
)

-

費

用

2
0
7
、
0
0
0
円

.
募
集
期
間

3
月
l
H
出
ま
で
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

※
お
申
込
み

・
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ

は
、
テ
レ
ビ
山
梨
事
業
部
(
犯
1

1
1
1
8
)
ま
た
は
テ
レ
ビ
静
岡
「
洋
上

テ
レ
ビ
寺
子
屋
」
事
務
問
(
0
5
4
1

2
6
5
1
0
0
7
5
)
ま
で
。
な
お
、
参

加
中
込
書
等
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
布

1
2
1
1
1
)に
も
若
干
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

EZ謹躍謹謹塞護軍i

放送大学は、テレビとラジオを活用し、

家庭にいながら正規の大学教育を受けら

れる新しいシステムの大学です。県内で

は、 CATVにより視聴することができ

ます。

@対

請
求
を
受
け
付
け
ま
す

山
梨
県
山
身
障
害
者

自
動
車
燃
料
費
問
成
金

-
対
象
者

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
人
で
、
身
体
障
害

者
手
帳

1
級・

2
級
、
戦
傷
病
者
手

帳
特
別
・
第

一
・
第
二
項
症
、
療
育

手
帳

A
に
該
当
す
る
人
。

後午午前月3 午後午前月3 1 よH|二リ 3 
付受

H3寺時10日5 3 10 4 午後 9 月3 
|時1:1寺日 4 U寺日 日

¥ (7J<) l伏) 時30伺)
時

分

場民館竜 一樹i
)階合市館府市甲 ムA 

の 王

階ロビl形役阿場I 
隣)一(役階時北部公 講義二室会館民二府総市甲公南民

場

-
持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
峡

中
福
祉
事
務
所
(
お

3
6
1
7
)
ま
で
。

18歳以上の人ならどなたで

も入学できます。

.出願受付

φ授業開始

※詳しいお問い合わせや入学要項の請求

は、干400甲府市武田4-4-37山梨大学

構内放送大学甲府地区学習センター(51

または県教育委員会生涯学習課

(23-1771) まで。なお、募集要項は無

料で送付します。

2月15日(士)まで

4月 1日(火)から

象

-2238) 

/ 

国保ミこだより
町が医療機関などに

支払った11月分の医療

費は、約3，865)J円で

す。(前年同月比23.1%

の増)病気の予防は、

早期発兄、早期治療が

大切です。むや

智椛み:;iド一iしト、 医療費を

大切に使いまし

ょっ 。

水
道
使
用
に
関
す
る
こ

と
は
早
め
に
ご
連
絡
を

-
水
道
の
使
用
を
始
め
る
と
き

お
引
っ
越
し
先
の
郵
便
受
け
や
玄
関

な
ど
に
お
い
て
あ
る

「水
道
使
用
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

水
道
局
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

-
水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き

お
引
っ
越
し
の
日
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
、
甲
府
市
水
道
局
営
業
課
受
付
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
、
お

客
様
番
号
(
領
収
書
・
使
用
水
量
の
お

知
ら
せ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
・
ご
住

所
・
お
名
前
・
お
引
っ
越
し
日
・
転
居

先
の
ご
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
甲
府
市
水
道
局
営

業
課
受
付
係
(
お

3
3
1
1
)
ま
で

1TTZコ
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==12月分

⑫ 平成9.2.1しょうわ広報



昭
和
町
嘱
託
職
員
募
集

町
で
は
、
嘱
託
職
員
(
平
成

9
年

4
月
採
用
予
定
)
を
募
集
し
ま
す
。

西
条
小
学
校

-
募
集
人
員
業
務
員
1
人

@
採
用
条
件

(
年
齢
)
必
歳
か
ら
日
歳
ま
で
の

男
性

(
勤
務
時
間
)
午
前
8
時
初
分
か
ら

午
後

5
時
日
分
ま
で

日
)
第

2
・第
4
週
休
二
日

与
)
月
額
ロ

l
U
万
円

給休第15回生涯学習フェアー・第7固図書館まつり

。第15回生涯学習フェアー
とき 2月9日(日)今

ところ 総合会館軽運動室

上河東区の地区生涯学習の実践発表や清水新居区の三世代(子

どもクラブ ・銀河コーラス・シルバーコーラス)合同音楽発表、

押原中ブラスパンドの演奏などとともに芦原すなおさんの著作

本の展示など盛りだくさんの内容です。また、映画監督である

中原俊さんの興味あるお話をお楽しみください。

講演:映画“桜の園"の中原俊監督が語る「映画とドラマづくり」

上映 :NHI<ドラマ「松ケ枝町サー力、A芦原すなあ原作・中原俊演出) 中
央
公
民
館

.
募
集
人
員

.
採
用
条
件

(
年
齢
)
刊
歳
か
ら
印
歳
ま
で
の

女
性

(
勤
務
時
間
)
午
前
8
時
初
分
か
ら

午
後

5
時
日
分
ま
で

(

休

日

)

週

休
二
日
制

(
給
与
)
月
額
ロ

i
H
万
円

新
町
民
体
育
館

-
募
集
人
員
管
理
人
若
干
名

業
務
員
1
人

入場無料 ・どなたでもご自由にご参加ください0.第7回図書館まつり
と き 2月 9日(日)午前日時から正午

とニろ 町立図書館

催し物 ぺープサート・人形劇・ お話・マジ ックショー

展示文化協会押し花部展(図書館内展示室)

「松ケ枝町ーサーカ、、」の原作者、芦原すなおさんの著作コーナー

*図書館利用優秀地区表彰式は、午後の生涯学習フェアーにおいて行い

ます。

-
採
用
条
件

(

年

齢

)

刊

歳
か
ら

ω歳
ま
で
の

男
性

(
勤
務
時
間
)
午
前

8
時
刻
分
か
ら
午

後
日
時
ま
で
(
二
部
制

の
交
代
勤
務
)

(

休

日

)

週

休
二
日
制

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
開
館
す
る
た

め
、
月
曜
日
(
閉
館
日
)
の
ほ
か
、
も
う

一
日
が
振
替
休
日
と
な
り
ま
す
。

-
ぉ
申
込
み
期
間
お
よ
び
方
法

2
月
刊
日
か
ら
お
日
ま
で
の
聞
に

履
歴
書
に
写
真
貼
付
の
う
え
、
役
場

総
務
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

-
試
験
の
方
法

選
考
試
験
(
面
接
)
に
よ
り
採
用

※
募
集
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
役
場
総
務
課
(
お
1
2
1
1
1
)

ま
で

主皇
C::::I 

=-= 
思

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

.
金
弐
拾
万
円

西
条
二
区
塚
原
正
弘
様

.

金

拾

万

円

飯

喰

側

カ

ネ

コ

コ

l
ポ
レ

l
シ
ョ
ン
様

こ
の
ほ
ど
、
四
条
二
区
塚
原
様
お

よ
び
側
カ
ネ
コ
コ

l
ポ
レ
1

シ
ョ
ン

様
は
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
右
金
額
を
町
社
会

福
祉
協
議
会
(
泉
幸
弘
会
長
)
に
ご

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

けんみん志学講演会
.日時 2月14日

.場所総合会館

@講師埼玉県東武動物公閑園長西山登志雄さん
.演 題 「ボクの先生はカノくだった」

※入場無料です。どなたでもご参加 くださし'0

※お問い合わせは、県民生活センタ ー(33-3390)まで

(金)午後 1時-3 U寺30分

県民生活センター

H百和町・昭和llflJ教育委員会・ 11庚中地方振興事務 所

主催

後援

婦

人

会

本
年
も
婦
人
会
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
月
は
交
通
安
全
母
の
会
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
婦
人
会

員
は
す
べ
て
交
通
安
全
母
の
会
の
会

員
で
あ
り
、
常
に

。
交
通
事
故
防
止

は
家
庭
か
ら
。
を
第
一
と
考
え
て
い

ま
す
。
昨
年
、
ロ
月
4
日
三
笠
宮
殿

下
ご
列
席
の
も
と
、
東
京
に
お
い
て

「交
通
安
全
舟
親
全
国
大
会
L

が
行

わ
れ
、
昭
和
町
か
ら
も

4
人
出
席
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
お
よ
び
南

甲
府
警
察
署
に
よ
る
交
通
安
全
対
策

事
業
に
も
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
増
加
の

途

を

た

ど カミ

ソフトバレーボール愛好者募集
町体育協会ソフトバレーボール部では、愛好者を募

集してい ます。ソフトバレーは、普通のバレーボール

より柔らかいボールを使って、誰でも楽しめるスポー

ツです。町内在住または町内企業に勤務している人な

ら年齢や性別に関係なく、どなたでも結構です。練習

は、毎週月曜日 (午後 8時-10時)町民体育館におい

て、行っています。興味のある方は、一度お越しくだ

さい。

※お申込み、お問い合わせは、教育委員会生涯学習課

生涯スポーツ係 (75-3737) まで。

らる
な
か
、
こ
の
役
割
の
重
要
性
を
再

認
識
し
、
な
お
一
層
、
交
通
事
故
防

止
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
は
、

「丑
年
」
で
す
。
婦
人
会

で
は
「
牛
も
千
里
、
馬
も
千
里
」
「
牛

の
背
中
に
乗
っ
て
考
え
な
さ
い
」
と

の
こ
と
わ
ざ
の
と
お
り
、
ハ
ン
ド
ル

を
撮
っ
た
ら
「牛
の
背
中
に
乗

っ
た
」

つ
も
り
で
「
落
ち
着

い
て
ゆ

っ
く
り
L

を
モ

ッ
ト
ー
に
安
全
運
転
を
心
が
け

る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

運
転
者
も
歩
行
者
も
こ
の
意
に
ご

賛
問
い
た
だ
き
ま
し
て
、
今
年
こ
そ

昭
和
町
か
ら
交
通
事
故
の
な
く
な
る

よ
う
に
願
う
も
の
で
す
。

平成9.2.1しょうわ広報⑬ 
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体育の日に生まれた元気印の真帆です。これか
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ま
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活
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で

イ

入

町

戸
コ
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ぐ

う
パ

て

出

口

引

細
ま
そ

バ
で

食

堕

o 
e 
e 
o 
e 
e e ・H8.2.18生(西条〉

・(父〉力さん(白〉美佐さん

3 思いつきでつけましだが、親は気に入ってます。

死小付句 あとは本人が気に入ってくれるかな。名前の通

¥. .o"o.1り優しく健康であれば多くは望みません。

必〉守時お申込みは、錫広報担拘75-2111 内~

と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
妙
め
も
の

-材料 (4人分)

まぐろ …ー…・・・………………………….250g

グリーン戸スパラガス ー……………….360g
パパイ戸…ー……………一一…・・・…・・…....1個

サラダ油……・……・…・………………大さじ?

塩…………………………………小さじ1/2
粗びき黒こしよう.....................・・・・・・・・・少々

-作り方

1.まぐろは 2cm角切りにする。

2.アスパラガスはゆでて 3'"'"'4 cmの斜め切りにしパパイア

も同じくらいの大きさに切る。

3.フライパンに油を熱して、まぐろを!ゆめ火ガ通つだら、

戸スパラガスとパパイアも加え、塩こしようをふり手早

くゆめ合わせて、器に彩りよく盛る0

4人分

エネルギー

塩分

165 kcal 
0.7 g 

@
と
ひ
と
さ

V
何
年
く
ら
い
前
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

ガ
登
場
し
ま
し
だ
。
当
時
の
私
た
ち

は
、
び
っ
く
り
し
寸
ハ
マ
ツ
て
L

し

ま
つ
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
現

在
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
も
進
歩
し
、
お
正

月
休
み
に
ち
ょ
っ
と
ト
ラ
イ
し
疋
と

こ
ろ
あ
ま
り
の
リ
ア
ル
さ
に
、
び
っ

く
り
。
お
も
ち
ゃ
屋
ま
わ
り
を
し
だ

あ
げ
く
、
買
っ
て
し
ま
つ
だ
。

マ
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
戸
リ
テ
ィ
と
い
う

言
葉
は
、
仮
想
現
実
と
訳
さ
れ
て
い

る
。
ゲ
ー
ム
の
中
で
自
分
ガ
主
人
公

と
な
り
、
仮
想
現
実
の
世
界
で
活
躍

す
る
。
非
現
実
を
楽
し
む
こ
と
で
、

現
実
を
そ
の
ひ
と
と
き
だ
け
、
忘
れ

ら
れ
る
。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
渓
流
釣
り
が
禁
漁

巳
な
っ
て
い
る
現
在
、
テ
レ
ビ
画
面

の
中
で
釣
り
、が
で
き
る
の
は
、
う
れ

し
い
o

vAフ
月
か
ら
、
一
部
地
域
で
渓
流
釣

り
が
解
禁
と
な
る
。
仮
想
現
実
で
な

い
、
本
物
の
感
触
を
確
か
め
に
行
こ

-つ。
(町の人口〕

男 7，344人(-3) 

女 6，886人(+1 ) 

計 14，230人(-2) 

世帯数 5，183戸 (-1 ) 

l月1日現在。( )内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

⑪ 平成9.2.1しょうわ広報
ご意見・ご希望をお寄せください。広報担当


